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性」(Alternative Possibility: 以下 AP) である。逆に、G・E・ ムーアの「他の仕方
でできたはず」(could have done otherwise) の分析や H・フランクファートの思考
実験 (「フランクファート型」事例) の考案は、行為における APの必要性を棄却
し、普遍的な決定論は人間の自由と両立可能なことを示唆している。これらの論
争の中で自由主義者的な AP については、実際のところわれわれはそのような自
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いと思う。そのために、まずケインの基本的な考えを見た後に (第 1章)、それに
対するデネットの批判と彼自身の対案を確認し (第 2章)、通時的な APの形成の
内実を批判的に検討したい (第 3章)。 
 















                                                
1 本説の内容は Kane, R. (2002a) ‘Introduction’, in Free Will, (R. Kane ed.), Blackwell Publishers Ltd., 
pp. 1-26. に主に依拠している。 










































                                                
2 Kane, R. (2002b) ‘New Directions for an Ancient Problem’, in Free Will, (R. Kane ed.), Blackwell 
Publishers Ltd., p. 223. 本文イタリックはボールド強調であらわす。また、下線は報告者によるもの。 





















                                                
3 Kane (2002b), p. 224.  





















                                                
4 Kane (2002b), p. 225. 





















                                                
5 Kane (2002b), p. 227.  
6 Kane (2002b), p. 228. 
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10 Dennett, Daniel C. (2003), Ch 4, A HEARING FOR LIBERTARIANISM in Freedom Evolves, 





11 Dennett (2003), p. 126. 
12 決定論と疑似ランダム性については Dennett (2003) , Ch. 3, sec. 4 pp. 77-83. を参照。 
  32 
 疑似 SFA—実際には量子的非決定論に頼ったことがなく、単に疑似ラ
ンダム性を引っ張り出し、つまりは決定論的な結果をもたらした SFAも
















                                                
13 Dennett (2003), pp. 127-8. 
14 Dennett (2003), p. 129. 



















                                                
15 Dennett (2003), p. 10 . 
16山形浩生 (2005) 「訳者解説」、『自由は進化する』(ダニエル・C・デネット著)、NTT出版、
p. 437. 
17 Dennett (2003), Ch. 7 pp. 193-220.を参照。 



















                                                
18 Dennett (2003), pp. 272-3. 
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19 Dennett (2003), pp. 286-7. 
20 ここでデネットは育ちの影響を「道徳教育」に還元することの過ちを指摘している。育ちの
















第 3章 通時的に「もうひとつの可能性」を手に入れる 
 これまでケインとデネット両者の自由意志と責任の関係を見てきたが、両者は
                                                
影響はかなりの早期から複雑な関係で及んでいると考えられている。Dennett (2003), p. 276. 
21 Dennett (2003), p. 273. 
22 Ibid. 
23 デネットはわれわれが道徳的な文化的・社会的環境をもつようになったこともまた、ミーム
的進化の産物であると主張する。Dennett (2003), Ch. 6 pp. 169-192. 参照。 
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24 Dennett (2003), p. 211. 
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ばへとへとに疲れきった状態でバスの席に着いた矢先にお年寄りが乗り込んでき








































                                                
25 Dennett (2003), p. 239. 
26 Skinner, B. F. (1962)[1942], Walden Two, Macmillan. 







































の際、1 つの行為において AP を達成する自由意志が帰責の条件となるには、共
同体の社会的・文化的影響を無視できないことを確認した。 
 例えば、ケインの場合ではわれわれは大小の「自己形成行為」の積み重ねを通
                                                
27 Dennett (2003), p. 292. 
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